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再開発事業に伴う固定資産の権利変換による特別損益の発生について 

 

 

当行は、八重洲二丁目北地区第一種市街地再開発事業（事業者 八重洲二丁目北地区市街地再開

発組合）の施行に伴い、当行所有の旧東京支店土地・建物と新築ビル物件の一部（土地持分を含

む）との間で権利変換に関する措置が講じられ、これにより特別損益が発生することになりまし

たのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．権利変換の理由 

上記のとおり、八重洲二丁目北地区第一種市街地再開発事業の施行に伴い、当行所有の土地・ 

建物と新築ビル物件の一部との間で権利変換を行うものです。 

 

 

２．権利変換する資産の内容 

【変換前資産の内容】 

資産の内容および所在地 帳簿価額 評価額 現況 

土地および建物 

東京都中央区八重洲二丁目 2 番 18 号 
1,629 百万円 5,768 百万円 

店舗、事務所、

駐車場 

 

 

【変換後資産の内容】 

資産の内容および所在地 権利変換後の価

額 

現況 

土地および建物 

東京都中央区八重洲二丁目（以下未定） 
5,768 百万円(注) － 

 （注）帳簿価額は、圧縮記帳により従前の帳簿価額（1,629 百万円）を引き継ぐ。 
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４．権利変換に関する日程 

平成 30 年 1 月 5 日 権利変換計画認可（東京都知事認可） 

平成 30 年 1 月 19 日 権利変換期日 

 

５．今後の見通し 

当行の平成 30 年 3 月期の連結財務諸表および財務諸表において、固定資産権利変換益

4,138 百万円を特別利益に、固定資産圧縮損 4,138 百万円を特別損失にそれぞれ計上する予

定です。 

なお、平成 30 年 5 月 1 日に開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」から

変更はございません。 

 

 

 

 

 

以 上 
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